
  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

本実証試験は、三菱重工グループ企業、東京ガス株式会社と横浜市の共同により、鶴見工場の排ガス中

に含まれる CO2 を、三菱重工グループ企業が開発した装置により分離・回収し、東京ガスの知見によりメタ

ネーションだけでなく、産業ガス等に利活用するものです。 

この分離・回収した CO2 を資源として循環利用するＣＣＵは、脱炭素化の革新的技術です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※1 三菱重工エンジニアリング株式会社、三菱重工環境・化学エンジニアリング株式会社 

※2 Carbon dioxide Capture and Utilization（二酸化炭素の分離・回収、利用）の略 

 
  

① 【吸収塔】 CO2 を選択的に大量溶解する性質を持つ吸収液と排ガスを接触させ、CO2 を分離。 

② 【再生塔】 吸収液を 110～130℃に加熱すると、CO2 が放出され、容器等に回収。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

CO2 分離・回収装置について 

  横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

横浜市は、三菱重工グループ企業※1、東京ガス株式会社と共同で、ごみ焼却工場の排ガス中

に含まれる二酸化炭素（以下「CO2」）を分離・回収し、CO2 を資源として利活用する技術（以下

「CCU※2」）の確立に向けた実証試験を開始します。 

ごみ焼却⼯場の排ガスから⼆酸化炭素を分離・回収し、利活⽤する実証試験
を三菱重⼯グループ企業、東京ガス株式会社と共同で開始します 
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① ② 実証試験では排ガス中

の CO2 の一部を回収

します。 



 

 

 

２０２１年度 ２０２２年度 以降 
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ごみ焼却に伴い発生した熱エネルギーは、石炭・石油・都市ガスなどの化石燃料を使用しないことから、

CO2 排出のない「環境にやさしいエネルギー」です。 

この熱エネルギーを蒸気タービンにより発電した電気も同様に CO2 排出のない「環境にやさしいエネ

ルギー」です。 

横浜市は、ごみ焼却工場でつくった熱や電気を市域内で活用することに加え、ごみ焼却工場の排ガスか

ら CO2 を分離・回収し、利活用する CCU を公民連携で取り組み、ごみ焼却工場を中心とした環境と経済

の好循環を生み出していきます。 

このように、ごみ焼却工場は、「2050 ゼロカーボンヨコハマ」の重要な役割を担います。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

お問合せ先 

【ＣＣＵ実証試験に関すること】 

資源循環局施設課長            生井 秀一  Tel 045-671-2527 

【鶴見工場に関すること】 

資源循環局鶴見工場長           倉本 秀樹  Tel 045-521-2191 

実証試験スケジュール 

ごみ焼却工場を中心とする脱炭素社会 

市内事業者・公共施設、インフラ 
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